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小児は常に成畏1卜発育してい1ぐめゐでありll個婆の小

児が健全に発育起つつあるか否がの判断は諾横断的研究

より縦断的研究で施行1じた方がよ玖正し硲評価が得られ

るであろう。総合母子保健セソタ塑焚は鑓妊嬢中，．周産

期より／，尽6歳まで当セソタ寿保健指導部廼小児の発育・

発達を観察 し《》、るの応，11その資料を1むどに縦断的研究

を行なった。前回の報告”では，昭和35～47年出生の776

例を対象と．じたが，・ 今回はそれに症例数を増やしド昭和

35～50年出生の11237例を対象iどし，添他の研究とも比較

’じ，P文献的考察を加えた乙謡二入』｝・訳弧ゴ1ひ鮎、1・r＿

　小児の脳は，母親の胎内にいる時期から乳幼児期にか

け丈の長矯期聞，，成人に比べる乏種菱の影響を受けやす

い。・胎児期がら乳幼児期にかけて昏だん生じた脳障害は

非可逆性の こと．も多K“1脳に障害を与える因1子 を｝見出

じ“㍉ それを改善する遙とが必要と思われる2レ。）良い子を

生みデー1健康な児を育《ることは∫1㌧個人にと6ての願望で

あるぱかり、廼な」くこ高家庭および社会の繁栄の基盤となる

要因である3⊃。そこ酒妊娠屯凋産期’・’出生後の種々の

因子が訴3歳児の精神発達，li運動発達鍵社会生活能力に

どのよろな影響を及ぼす瑛を検討むたよこれらの発達の

為には瑛境因子も大切であるが佃7レ，、医療や保健指導を

行な うのに指標どなるよ漆な縦断的研究も必要である。

我惹の研究だは， ：妊娠9 分娩中の諸要因が児の心身の発

達に恥かに影響するがを検尉／じ誹新生児養護改善点を発

見し，より良い育児をめざし，乳幼児の健康診断の時に
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社会生活についi《は孟2歳蜂ガ月がち3歳2卵月此当院

保健指導部で受診し暴力西景に十分記載のありた症例の

みを選んだ容運動機能蟹ρしyく評価ぞぎだものば10銘例手

社会生活にう襲迄評価でき魁ものは1173例であちたSl 蒲

1㍊これ；らの児め母親曝1，姓娠中まり愛育病院産科皆経過・

が観察され鉾分娩寵除し範慾医師ど助産婦の介助iど観察

がなされたも1潤生1¢施児は軸小児科医の鋤務して恥届新

生児壁退騰贈摩姻潭齢齢磁保健脚
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した。できると答えら鰻⑤難御ま2きりわ筋翻獺購噸堕琴腰臥1％の嚇
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社会生活にづ腿卿熟麟熊細謬滝轍鱒蕪鵡％騨騰藤1こ鹸灘喬歳のIQ，運

の有無・衣服が着れる・衣服が脱げる・食前の手洗い・　　動機能，社会生活能力が有意に差のあった因子について

日中一人で排脚きるの8兜のうち頒目以劫イ業入摂驚述べる。その他の因子に関しては，危険率5％で

に記載のある症例のみを選び，それぞれ母親よりの問診　　対照群と有意差のある因子は見出されなかった。

で評価した。平均点の算出は運動機能の場合と同じであ　　　1．妊娠中の因子

る。　ひ藁i i導・翼 ノ鼠強煎　。漂妊娠中異常のなかった群は異常のあった群に比ぺ，危

　これら・I　Q又はDQ・運動樋態Il二養倉奪活能亭を評　≦ ！険串5髪で有意に運動機能が良かった。妊娠中薬剤を投

徹きた児蟹厩～、難9？gec導ye鷺勢壁期・ マ鰭鯵群眼薬されなかった群レこ比べ，危険率5％で

乳幼児期の状熊鵬査し・妊娠中劫1歳半蒙でに示し運轍能が悪く，危険率0．01％鰍会生瀧力が悪力、っ

た59因子をデータマートより抜き出した。これらの因子　　た。

は疏まず妊娠中の因子～⇒む，て∋ ．，妊娠中母体匹異常のなか　　　2．周産期の因子・

った；1と講体艇娠幡症海榊の鋤斑娠蜘　姓時糎1020～14999の児はfぎ。6砿幽厭比
感染点切迫流早産ゼrl妊娠中の体重増加），妊娠中の薬剤与　　ざ，呂危険率5％でI　Qが低ロく，二危険率二1％で運動機能が

薬11ゐ次K周生期の因子とし概1産科的果常のなかサた二　　悪か6光。1出生時体重1500q999gの児は2000宮以土の

．≧1一1分娩第1蹴∬期24時間以上，覚微弱陣痛‘r・破水後12時　　児に比罷1危険率5％でILQが低からたみ、 ll
凱｛1訓U．「．
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Apg参讐詣数｝IQ讃9f㍑資 ～＆，r糞3蛋・5霊さらに乳幼児期　　合栄養児は母乳栄養児や人工栄養児に比球鎗危険率1．％

の圏子之．してド殻生後1 ヵ月時グ）毛細管血㌃罫鴻 グ：ヰビ￥　　廼運動機能が良かぢた5・・∫二、、▽．、む』』　，』．ヅ（で、
頓、

（Rb）21～229／d！，16～20g／dl，12～1確／q1ジlllユ9～119／　 1首すわりは早ければ早いほど∫瓢q，，運動機能ヂ・社会

di・8～99／dし生後1力騰に唖墜獲眺、人」栄生活鋤とも良噸向にあづたじ12湖で首磁わった

獅み・混合栄養・首す籾2ヵ月馬ヵ月洩胡，　児は鋤月以後贈卿わbた児に雌，』危険職％で
勲月む1（勲月・・∴蛾6 朋駒！糎f5言60帝599・9，　1・Qが高く，危険載脈運動臨が良砺齢6胡

6QQO廟7390g“8009ウ％90g∫ ・10000～110309｝x生後6　　まで首のすわらな恥ろた児は5カ月までにすわ翁た児に

勘月時俊岩クプ指数20予22・r．18～19ドk16ヤ17・し14能15・し一　比尋て，危険率OJO1％でII』Qが低×1運動機能が悪1ぐピ1≦危

生後6ヵ月時に人みしりした児と・しな埼児氏雲歳ま矯さ　　険率5％で社会生活能力が悪か二ろた6、ン　・・ 1
罫，舜，麗鰯ξ

講盃｛生なかづた児，＝u■歳半頭ま酒意味の訪る言葉を発　　 1生後⑥ 凌月前後で人み1しり．した児はしなかろた児に比

1しなかうた児の計59因子である。、》これ：らの各よの因子を　　尋・』危険率1％で運動機能が良 く』、㌔危険率、5％乏社会生

も至な群のン1こIQ爽はDQ（以下エiQlξ賂弦），王運動機能バ 　活能力が良かづた。』’・級r・1≦二聡更、以
』ヅ、｝㍉ 藷献に1て1意

齢蝋能力の鷲値を鰍し齢．二｝矯憾鋤観　、 磯半頃まで鰍のあ礁葉を発．しな脳た児卿ζそ

謙瀕蓄遷忽』1』』ll，蒸二磯蔚滋：纏蟹糠懇羅読慧篤嚢灘

ま媛麹彫を二驚観の例鵜lr又膿の児が3歳活勤が悪か五極・ど『㌧，』γ、㌧、☆てr厩鵬1叛

になづ奪示七た・工Q，運動機能，，社会生活能力のそれぞ　　　なお調査した全対象例に関して，〉昭和35鯉47集出生を

れの飛均値と標本誤差は・，衷に示す通玖頂あ掛蔀惹れぞ　　対象とした前回調査の776例では，I　Q平均値が110．36・

れ珍瞭均を推定できるよ1うllξ標本誤差1〈デ標準偏差魚　　運動機能平均値が1．701，社会生活絃勇平均値謡．6蕊で

ダ例数）ぐも衷に丞したお平均値が対照群に比較して有意　　あるのに対し？レ・噛今回調査レした中の昭和48鳶50年出生の

の差が認められた因子につ峠ては弼検定を行なレき5危険　　みの：4611例では，J　Q平均値が11σ；96，入運動機能平均値
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購灘麟灘糠織毫』鞘騨轡あ蝉も対騨芸難，蓼i
簿灘雛憲：驚猟讐撃㌧鷺灘謡マ昆茎灘難麟
lfま鶴それぞ欄査：した勧の欄咽 して｝頬Q滴ことは識に知ら屍てい研他姻子咽照ま朔
iと「運動機能の相関係数が＋pポ25鰻弔o，24チ：遭、Qと社会生1、£ な点が多い‘そこで，今回の調査をもとに文献的考寮を；1

挿脚醐縣幣＋64幽…9・、 鞭難碓会生じ』∫加え，獄の医療の中で妊鱒の趣の因禰どめ：まうi

神能騨縣数が腿漁葵萎蘇1「『轟ば 『晦られ磯察晦蒸」1 』潟粥糊発達と運動機醗達を嘩した他の鮪～1悌一致）』 i｝紳投か漏1 r備　　・l
iしiてレ職こ欝ト1七・11獅〉こ耐1マ亘ン：・1』ノ 妊娠勅緬投嫌関恢は，斑娠のどの時期に麟

援薦；凝 隠lll』1瓢llζ：1三』∫錨雛舞鰐饗麓肇論㌔欝

灘僻撫の躯頻嚇葎癖鞍1』下勧蘇。捗脚撫郷越れる。i
脅騨灼鍬倣づ硬症餓分析し跳る旋，』愈＿識肋繭の酵れ施麟肋燐では， 姓時仮
酸継も繊り撒禍と考筋れる輿媛轄雌講死や嫉異常力噛多い勘報告脇る3瞬し悦，翼
糖し卿懸撫牌の・奪麟幣1誰的な鞭妊娠のど備に投薬するとどづいう結果1・

鶴錘篇禦糎整噌誇饗迄』・，・三隆認購畿婁畿齢甚瑳1巖i

i紬め調査礁妊伽異常のなかった群壱梅た群議蛛，薬剤に対する世間の関bも融猟，蕨麟

轡鯉糊動卿趣齢1酬そ曜1ノ剤に糊児鴨翻剤やキ』一ネ等にょ淵な1
題ずカ1であ糊妊卿異脚艸噂瀬鞭1』 』棺嬢画 ぎ『漁蝿維児難も醜となっ

噸騨鱒鰍曝活能欝ヂ・騨偽鐵脚噸購鉄剤のうちの購艇
早齪れた群でも・Qや働臨力懸・傾離あ・ゲ』細蜘あ樋チル磁フ、室ンヒ

ドラ。ミ冴ジプ戸㍗
渥鰯中体騨加と繍めある辮まlfQや運蠣能㌧ リ牌と寄形どの関連性も醗羅い貌・文1き礪・
娘噸向にあったが濡齢差鯨さ灘ら瀞磁・ 』使腱れ赫鋤大紛廉繍輸消嬬臓鎮
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加藤他：3歳児のI　Q，運動機能，社会生活に影響を及ぼす妊娠中♪・周生期，出生後の因子に関する縦断的研究

静剤，精神神経用剤，抗ヒき久ミ ス剤は“妊産嬉に投薬

しないことが望ましいといわれ1る坤び「1羅れらの薬剤、も含

め，・現在r般に使用されている薬剤では寄形の頻度を有

意に高める むのはな』い、と）もいわれて恥るが勲』∫RDISの1

予防に使用Lざれるオデ目維ド剤，むその長期の 影響はN不
明繊であるじ，i妊産婦の薬剤投与に関しては1． 今後ざら

に，1∵出生しだ児の予後にっいて捲検討を要すみど考えら、

れる6”ドただ現段階で妊産婦に投薬する薬に関 し1ては，「産

婦人科を中心とした慣用医薬品の副作用主が出版 されて

いる轡の，で，≧参考にす尋ぎど考えられる厭 1・r一㌧．1 ll趣二課

一ii． 切迫流早産、＝』、；　、｝、・ご．二 ・き イ！』 玩～9こ1“
1：

　切追流早産には，．その治療として以前使用されたゲス

タ．←ゲソも 問題ではある。』 ζしかし，k切迫流早産の既往の

ある母体がら出生した新生児は，il低出生体重児や心音異

常151，出生時仮死や先天異常3≧、が多．ぐジ又，覚自然流産児

の36％に染色体異常がみつがる紛、どいわれているよ切迫

流産と考えら燃る妊娠初期の異常出血は，・．胎児側に原因

力訂ある揚合が多ぐド妊鎌期の切迫卓産は，・凋台盤の異常

との関連が多娯匂考えぢれて、燐る。．．；　∵』之．‘r　r』r・1

iii．F 体・重増1加・』1・ r’ 一ll「：』1・餌1i二1 ：特1、・・

二妊娠中の体重増加に関しては，妊娠中15kg以上の体重

増加は危険因子とされ，ダ過期産高妊娠中毒症， ㌧分娩時出

血などが多恥どいわれて いる。ゴ ・じがしデ、体勲曽加は多い

程， 低出生体重児の生じる率は少なく衣妊娠16週より40

週の間に18潟㎏以上な葛異常に体重増加を示す例を除

｝土は『，し匙体重増カロは多レト方が良ヤ製と1の報告もrある1の1β㌧』妊

娠中肥満予防や美容上の目的がら栄養制限するのはつつ

しまねばならないと考える。・r

　iv，妊娠中毒症と貧血

　妊娠中毒症や妊娠中の貧血に関しては，』璽症な例を除

けば，λそ の母体から出生した児は対照群と種々の点で有

意差はないとの報告 §遡禦胆解騨｝「も多い。妊娠中に浮

腫，綜軽度高血圧，・証軽度貧血等があづて転’1妊娠中充分な

保健指導が行なわれていれば，純妊娠中の異常に対して，、

過度の不安を妊産姪や母親に与えぬ配慮が必要 で一あろ

う。児が成長して精神薄弱や脳性麻痺等になった場禽』

他にはづきり． した原因がないどヂすぐ妊娠中の貧血や妊

娠中毒症と結びつける人がいるが，私達の資料がらは大

部分霞接飽には関係ないものと考えられるぷ㌧

　、．21．周産期の因子賊　．　 1ざ』”

∫1今回の調査では，出生時体重が2000g未満の児は工Q

が一11、11500g，未満の児は運動機能む有意に悪か，うた」有意

の差は示さなかづ たが，卜破水から分焼まで12時間以上た

ぢた児凝在胎37週未満の早産， 骨盤位分娩， 出生時体重

2500喜未満の低出生体重児FAp窪aゴ指数5点以下ゆ出生

時仮死の児等は1審I　IQや運動機能が悪レ 、傾向にあゆたも茸

しかし，一社会生活能ガの優劣と結びづ』ぐ因子は余1り．な

く掃社会生活能力は育児のや．り・方や環境因子ど轟り・関連

が深硲もの，と考え られるゲじかしレrl、飴kの高い児の出生

を予防し，子宮外生活に容易に適応でぎる激う．になるま、

で良好な条件下に母体内生活を継続さぜる庸う努力する

こど、が望ぎじ賂鍛どよく撫われておりFば周産期の危険因

子に関、し』 1：『以下のよ，う滋ご：考察し、た。1レず雪　，1一 』 c　，）一

：ゴ ｛二ll産科的異常塗．1．』3㌧” ＞』1ト1’： ∫ン，＝1顎』 ㍊』～

；1

今回の調査では，き11産科的に何が異常の、ある群どない群

とで，3歳の 工，Qし1運動機能？』社会生活能力には、うき，り

した有意差ば生じながづた品骨盤位分娩と破水かち分娩

まで12時間以上たみた繰ど窓は，しユ』Qや運動機能がやや

悪い傾向にあづたが』喘それは生ま れて・くる児自 身にも関

係した因子であろ う。調査した範囲では，分娩中の母体

側の因子は， l＄生まれてやる子供の種々の能力にあまり影

響しな いと考え1られるざこ・驚音二』撚賛；へ一 鉦賊でみく聖㌔ぐ

　、分娩中母体に全く・リミ募クの認められない症例もρ軽酬

中等度に異常の認められる症例もガ 1出生した児には明ぢ

かな差は認められないとの報告の19，謝，分娩中に示す母

親の状態と児の先天異常とむ相関が認められないどの報

告吻，V、児の娩出手段ど し忽の帝玉切開，ご吸引亙．鉗子分娩

は，L＝ぞれのみ廼ぱ児の神経学的予後に対する：危険因子と

はなぢないどの報告5撚鞭2鮮等を考え合わせ，一：分娩中の

母体側要因は‘；適吻な治療によ り1新生児に中枢神経症状も，

無呼吸発作等をお二ざなければ％㌧その後の児の発達に

影響を及ぼす可能性は少な燃と考えられる。．、母体の偶発

合併症が産科常識的に出産睡耐え得る程度ならばf∫分焼

中の異常に対し，妊産婦や母親に過度の不安を与えぬ配

慮が必要であろうε』：写 Q L一

し ン 1、、

　・無．1．在胎週数必出生時体重l　lrこ一、　　 ．，ヤ浸栂，IF、

　P昭和35母50年出生を対象とした今回の調査，・39～4Q年

を対象と．した当院の別の調査學，・：では早産や低出生体重児

にその後の児の発達の悪い例淡多かづた5 しがし“、嘲和

47～50年出生のみを対象とした当院の調査笹1では出生時

体重や頻E胎週数と…3・歳のDQとでは相関がなかづた81iこ

のことは，この間に未熟児医療が進歩したこ、どを示じて

いると 考えられるお最近は，1『30週以後1500g以上で出生

し∫ ．他に合併症を併なわなからた児の予後は良好廼ある

が名脚詫出生時体重1000g未満の超未熟児マ意N LC　U
で十分な管理を行なえば， 正常の発育発達になる例溝多

い轡雛撃， といわれているじ．、覧｝∴』∵ で ”：・』 曳一 秀

拠iii一 ノApgaオ 指数』 i㌧、f』

．，
、』』』 、r　l イr．）1ぐ』

・鋒有慮の差は示さなかうたが“！Apgaめ指数5以下の児

は1』 3歳の工 Qや運動機能がやや悪い傾向にあ6た。。寺
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吃‘）し、

時的な仮死はその後の発育発達上の障害因子と、はなミり1え1

ないが£ン出生1分後の・Apg鋼 指数5以下：で仮死が持統

虜るのは危険であるrといわれ・ている窒町1轡甲卿よ｝仮死に

なら1な硲粛う産科的配慮を行な，うrの と伺時に，（、仮死にな

すだ場合の適切な処置が望まれるピ庸撰モ』IP・、，』 ．、み

碑V爪ぞの他の因子．1 　典、「L獄1 rじ1㍗『1』1、訟．』 シ

・・ 般に児の神経学的予後に影響を与だる危険因子・どし

て，重症黄疸，けいれん，』重症仮死，託極小朱熟児， イヒ膿

性髄膜炎等は良く知られている。しかじi．』どの程魔まで

が許容範囲がは意見のわがれるこ・どが多く、＞実際の治療

上，こ又，真保健指導上問題となるiことが多いび．一ll、・．

罠黄疸に関 しては，ぐ原疾患をも、たな恥成熟児で血清ビリ

ルビ烹値20塊／d君程度までは後に障害は残ざな》～然多叫

戦3低出生体重児等ではそれ以下の値でも危険であるゆ

麹♂C二1☆1｝一乙 1　 こ、

、、“戟・こレーr』i
、P．、

轡猟んに関しては・純粋の低血糖岳純粋の低焼

シウム血症（純粋とは他に合併症を伴なわないという意

味〉 1によるけいれんは， 十分な治療を行なえば比鼓的予

後ば良いが， それ以外の原因によるを戴》れんの予後ば良

惹なり5聴脚興。三，ド㌧　　　　1ぺr』．ii、 きぐ、設．・ 』、1．

靴仮死に関しては猷で，極小未熟児に関じては荘で述べ

だ通り二愚ある。さ．ら ば最近では， ！新生児高丞マト1ク，リジ

5血症印鯛31，｝1人工呼吸器11貝間以上の操着ゆ軍膣｝謝，二：

生後憲日泪の哺乳量20α配／日一未満2，，1初期嘔吐の持騨1，，

血中PpH熟25以下盆餌 昏睡状態戦l　l胎盤機能不全症候群

磐㌧血清久レズチソキナ｛ゼの脳由来分画の高値鋤，㌃ 高

アソモ菖ア血症雛，F血清ミ矛グ自ビソ遡の；先天｛生心疾恩

輿，会顔面の奇形鋤等が，』神経学的発育．｝』発達に関する危

険因子と・じてあげられている。．rl』r1飯，、1、る．二

　今回の調査も，以上述べた他の文献の結果ど÷』致する

点が多いが，限られた資料をも どに統計的処理を行なっ

たので‘； 凋産期異常悶子を多数列挙するごどは砥きなか

6たよ今後は細分化した因子にりI いて 1も 例数を集め，

碑OSpect漁eiに予後を調査 していきだい6、、

窟．3、詫乳幼児期の因子一 1。『 ン1 ヅ、で．∫’1 ’÷，旨，・』．

二前回の調査n、と 同様，ン今回の調査の結果がら も，1㌧：3歳

の知能穆運動機能・。社会生活能力は，二1出生前よ、り1出生後

の因子と より密接な関連淋あづだよ従うて，1 3、歳の種々

の能力は，1妊娠出産中の母体の状態より1 』子供自身のも

つ生理的状態∫∴なしうる力により影響される1ど考えられ

る部子供の能力を伸ばす為の環擁をつぐづたりデしづけ

をすることは勿論大切であるが，＼ぞうじよう と努力して

もうまくいかなかった場合，悪い点をすぐ妊娠中や出産

時のでぎ凄に結びつけるのは良くないように考、え・ら れ

一る歯3、歳の能力と よ、り結びつとぎや’ す1い乳幼児期の困子

は1ヒ、以下のよミうに考えられた。r「［ 1，1・二l l＝1事｛一1。『、，1 1矯

　．E㌻．．1＝症後1・カ1月レの多血症と：貧血・［』、』：r』∫㌧
．、

．しr』1、・、．

1』生後1』ヵ月時の毛細管血へ毎久ウ、ビソ濃度が・2工1暮／a4

以上の51例は郭有意に’3歳の「L　Qが低か1づた♂この 5例．

は全て正期産児であ歩たよ妊娠中感染の班住があ り
“』 骨

盤位分娩で難産であゐ1だ1例 と（この児は》I　Q122であ1ら・

たン、を除熔だ4例は，公妊娠，・・「出産にも特に異常を認めな1

》、に，も1ががわ1らず誕rQ
105F

下で1あら「だ♂ 又ダ別の調

査釧で，1生後3！ヤ、5旧1目の毛細管血べ駕区グリ 栃E値が、

75％以上の児7，例（全で正期産児）1が：0．5％の危険率で

3歳のD　Qが低いと述べたが，これらの症例ば今回調査

した5例とは全く別の症例であづた。』 1．． ご ．・

‘『 生児高尊画ドグリ，ジト・血症の中には明らかな発育遅

延例がみられる1どの報告霞1晒レも多1く， 1小血管の中を粘稠

度の高い血液が流れ，・ こう っ滞や脳硬塞をお二じやすル～為

ど考沁られている鋤33琴心身障害の予防どいう点がらP

新生児商へ々トクリジ』ト．血症は， 部分交換輸血を含む適

切な体液管理が必要であるとの報告30，簿を考え合わせ，敏

S　F　D，妊娠中毒症，。多胎，ン低出生体重児に多い新生児

多血症は，少しでも症状を呈すれば積極的に治療す茶き

と考えられる。 しかし）知能低下が多血症の影響だげに

よる一ものであるが否がは現在不阻であるのでドrぞプズ岸

ゼ，』呼吸障害， 1黄疸等の症状を示ざない症例まで輸液，』

鴻血等の治療をすタきがどう かは今後の検討を要する。

　生後■ガ月時の：毛細管血恩モ’グ罵ビソ濃度がン9客／d4

以下で貧血を示した児は〆3・歳のTQ，江狸動機能共に悪

い傾向であヴたが有意差は示さなからたポ鉄剤等で容易

に治療できる貧血は，治療して貧血を改善した方が良い

ように考えられる。　　　　 　、ゾ』 』’．※1』、：属．．

（臨 生後1カ，月の栄養法』』 ぐ』じ』』：無1決司1』♪∫

で．生後Lヵ月の時の栄養法が母乳栄養だ6た児，β人工栄

養だった児，・混合栄養だづだ児の3群艶3歳の能力を比

較すると， 社会生活能力では有意差は生 じなか畜だがデ』

LQと運動機能で有意差湛生じたよ則ち孟：・工Qでは母乳

栄養と混合栄養が良く， 、運動機能では混合栄養が良がぢ

たる こ 』』』一 』 ．己 』1．1、ヌン」汽諏蒸沢辱〔

胎児期4ヵ月齢から生後6一ヵ月齢までは，で栄養ど脳発

達の臨界期隅であワ，旨この間の低栄養は鍔そ、の後の発育

・発達に重大な影響を及ぽすが〆Kwお思orkO薮児でも

その間に栄養補給を行なえば，その後の知能発達が改善

するといわれてい凝蹴り40レ。 わが国ではこのような重度

の低栄養状態は特殊な場合以外遭遇 しないが，ン、出生後の

栄養の基本となる母乳についても脳発達の面から再検討

が必要であろ．う。』一般に母乳哺育ほ51 栄養的な面3態、母

子間の接触の点41〕梱等よ・り児の健康な心身発達に適切な
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刺激因子43レと考えられている。このよう、に母乳哺育が大

切である、と考えられるが，今回の調査で運動機能に於螂

母乳栄養まり！混合栄養で育てられた児の方が良》、結果が

でたポ この点に関して以下に述ドる2点が考えられる離

　第1点は，母乳栄養のみでは“一ぜタミソK欠乏性の脳
出血が問題であるため』一混合栄養児め運動機能発達が相

対的に良くなった可能性である8二母乳栄養児のピダ、ミ 、ソ

K欠乏に対しては評ビタミ シK2ジ眉憂ブ‘1を出生時1『回’

鐸与ずるのが妥当であ・る乏いわれて脚る醐樹ヂビタ・ミrソ

K宏りばッ「ブ「を新生児に投与しながら母乱栄養を推進す

るのが望ま しいと考えられる61ノニ セ寸、涯ド 、』

　次に，動物実験では∫』同崎の母体から産まれた仔の数

ボ多く1』・一仔あたりの母乳の哺乳量が少な恥ほど，、弔状

腺機能が増し‘6，仔の活動性が増す‘マ1と「いわれてレ：・ぞ51こ

の点が第2点で』〆ごれらがら混合栄養児では， 少な砺母

乳を一曳生懸命吸い， 又， 栄獲的に足りない分を1ミ ルクで

補われているので， ・それらがその個体にとらでは適切な

刺激とrなづて運動機能演良ぐなる要因どならて群る『ども

考応られる3二母乳が十分でない母親にほ芦混合栄獲でも

良いがち母乳を少しでも与え⑮浜う指導す蒼のが良瑛ど

考えられるず…π』1山P 詞っ一ヌ・畑ド 1kr削て日績トrllr・；

　iiL首すわりの時期　　　　　　　・財？1 ・1 焦（嶽二

子首すわり・は早けれぱ早いほ丁ど，む歳め卸Q7’蓮動機酋…葬

社会生活能力と：も・に1∫良恥傾向であ1ぷた♂31m嬉wbfth

が⑥カ！月 乳児を診察iじてそめ後の知鮨の発達を予測じ兇

だ報告⑥rと同ゼ程度に多…二首すわサめみ廼むぞの後の種々

の発達と相関演ある・ごどを示U丈雛る試しがじ，『i首すわ

りは生後・5功尽までに窓ぎる雲渉になれぱ正常範囲と考

えられるレ首すわり．が5ヵ月の児は筋緊張低下があるご

とは多いが， 他に神経学的に異常なぐふ月齢相当のこと

ができていれぱ，1i将来の｛㌔Q演運動機能・社会生活能力

と大部分は無関係である。監rl ごの：う：ちめ何例がは詮良性先

天性筋緊張低下⑧や早産児2覧と思われるが弄知恵遅れ廼

はないがど無用の心配を両親に与え》るのは1問題・そあ）ろ

う蟹生後6〕か丹以後（早産児に対しては修益年齢を使用）

に首がすわる場合に：はそれだけで異常であ：り壷専閂的な

指導が必要と考え隊れる。 ＝∵｝ゴ楢＝ 1・ナ～＝訊」．，し』淑

，両▽ンヒ、生後6カ月の体重どカ．ウブ携数、ズ　7パ ぐeε

　生後6ヵ月の時の体重やカウブ指数と，，3歳の工Q・

運動機能、社会生活能力と・ではii有意に相関のあぢむの

は見出せなかぢた」体重が61㎏未満やカヴブ指数が15以

下の児はボ1，Qや運動機能がやや悪く’』社会生活能力は

やや良い傾向にあったが，有意差はないので霊意味づけ

・しない方が無難廼あろ、うゆ　，二 』卜 ．1』、1∵． 1、ノ 、磁fに

　v．生後6ヵ月の人みしりの有無　　　．ン？鷲，1：鵯り

c生後も カ月の時に入みしりするのは，，それだけ自我に

爵ざめヂ精神発達が早褒ことを示すので，，この時期には

人みしりした方が，3歳の運動機能や社会生活能力が良

、ぐなるのであろう ぷもら：ど高年齢廼人みしり の有無を調

査すれぱ，別の結果淋得ぢれると考えられる。，ll，

；i　viン生後1職までのみイ煮イ功有無ll｝、1』1苫を堅（1）

　最近1はわずに・歩行を開始する児が1間慰どな参て娠る

が5q㌧f｛我々の調査ではiτ二そ隔うrいろ児が3歳匹こなづだ時の

アQ，・工運動機能｝11荏会生活龍力にはぢきり七た有意差は

なかった。ころびやすい等の間題はあるが’も、＝じれなllい

がρ大きな目噂成長！・発育を考えれば余り問題にしなぐ

ても良いように考えられる。　　　　　　　　．εマご

』憾，1㌧生後1歳半の言葉の有無駆に涯ゴ1 ．1、1∵Il』9

　、1…歳半頃まで言葉のでな）N児はし1有意に3．歳の1，Q，

運動機能，社会生活能力ともに悪かった。脳障害鼻自閉

癒聴力障害の児鞭は舗発達は著し1く樟害ざれる輿

阻ので藁部はぞうい，う児も含まれていみと恩われる駆し

かし，社会性があり，又，一般に特発性言語遅滞電いわ

れる児ば，丸 3歳以後罷がな！りF遅れを取玖戻すと いわれ運

おり51死5勉に3．歳よ り1もうと高年齢で調査寅れぼ冶結果は

変わしう1て1く、るよ うに考えら．れるし．：零llピ』’＝1卒　1：！津（甑

，1津班藷誤（1範，ト撚『剛、：・ンニ隠…職樹三鎧

染3i歳の知能蒜運動機能ゆ社会生活能力等の発達は，（妊

娠出産中の母体の状態よ噂．は訟子供自身の庵⇒生理的状

態，1突能力によ、強影響されると考えられるか首すわ粉の時

期とその後の発達と関連 しで恥る曽どぱ以前より 知られ

て碍るが鐸今回の研究によぢて碁その他に∫」妊娠中の投．

薬に新生児期の多血症1．』1栄養法㌶入み「しリニの有無等慰，

その後の発達に影響を及ぱす可能性があることを示唆す

る成績が得ぢれだ誤賠ジ訟＝卜，：￥唱乙、1！トニ1此ヒ（熟ii中①工

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．リマG三

民尚，f本論文の要旨は第綴回日本小児耕学会学術集会に

て発表した。．嶋娠　、eひ（鷺：（∫）を3．1鎖ど乍読賦小・駁　．

喪）1示1 1，ン亭L・二1諏淀
1』

聴くミ』 …t鑑1播，訳　気路（鳳

並）・加藤忠明，＝’．他（：』3歳児の切Q翼運動機能｝ 。社会生活

　に影響を及ぽす妊娠中浬周生期勇一出生後の因子に関す

：・る縦断的研究必第 11報1－7日本総合愛育研究所紀要，（第

重i 116集［1；ll61替641、t1980∫1・』 l≦（り』Cl∫｝1：マ』1　　’隻丁翼

2）加藤忠明＝、で3：歳のDQ・と新生児期に指標逡なる因子

た’1’ことの相関‘「1脳と 発達，．12（G）Pl：1473稽4771，菰980｝：謡i（i2

二3）i森山豊よ1』他 蓄妊娠分娩の児に及ぼす影響の長期観察

　研究報告磐（第二次）』 1←135，，レ日本母性保護医協会，

9ミ1198αllり』1、▽』 』、「lll・㌔、て1』rlrl
、戸 、、1得i三i螢（器
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